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研究成果の概要（和文）：他者との身体的地盤は，体育（身体運動）の実践のなかで「他者を身

体的にわかる」ことによって生成される．それは「他者を心的にわかる」ということとは異な

った認識のあり方である．そこで重要となるのは「身体的対話」や「身体的な感じ」「身体的な

超越的他者・超越論的他者」といった鍵概念である．また他者との身体的地盤は，「間身体性」

の概念と密接に関係している．今後それらの概念を整理し，身体的地盤（間身体性）がいかに

して構造化されるのかを明らかにする必要がある．

研究成果の概要（英文）：Bodily substructure is generated by bodily understanding the other into the 
practice of physical education. Bodily understanding is not a way of recognition different from mental 
one. Therefore it is important to explain the following key concepts; bodily dialogue, bodily (physical) 
feelings, physical “transcendent and transcendental other.” Then bodily substructure for the other is 
closely related to a concept of “intercorporeality.” In future, it is necessary to order these concepts and to 
demonstrate how bodily substructure (intercorporeality) is restructurized  
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１．研究開始当初の背景
（１）「他人とうまくコミュニケーションが
とれない」「私的世界にひきこもる子どもた
ち」等の子ども観が叫ばれるようになってか
ら久しい．子どもたちが抱えるこうした状況
は，果たして彼らの「心」の問題だろうか．
価値多様化した現代社会において，子ども
たちは，彼らが直面する多様な現実社会に柔
軟に対処してゆかねばならない．そのために

は，より柔軟な「心」が重視されることにな
る．しかし，そのような柔軟な心というのは，
果たして「心の教育」によって形成され得る
のだろうか．逆に問うならば，「心の教育」
が企図する心的交流によって，本当の意味で
の「他人を受容・信頼する」ということが可
能になるのだろうか．もちろん心的交流のた
めには，そのための心的動機づけが必要とな
るだろう．心的交流や心的動機づけを確保す
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ることで，確かに他人とのやりとりは増える
かもしれない．しかし，そのような試みは，
他者との「表面的なやりとり」にますます子
どもたちを追い込んでいるように思える．
人間同士の関係は，もはや心的側面によっ
てのみ捉えうるものでなく，昨今の子どもた
ちが抱える病的現状は，人間のさらに根深い
部分に関係しているように思われる．つまり，
確かに心的交流は重要だが，その心的交流や
心的動機づけを支える前提について論究する
必要があるのである．

（２）本研究は，そのような人間の心的次元
の背後に身体的次元を措定しようとする．そ
うであれば，現代に噴出する「他者との関係
性」の問題は，心的次元よりも，むしろ「身
体的次元」から問い直さなればならない．す
なわち，他人との心的交流や，他人に対する
心的動機づけを問うのではなく，他者存在と
の身体的地盤を問うという作業が必要なの
である．そこで重要となるのは，いかにして
他者と身体的地盤を共有することができる
かという問題であり，現代の子どもに必要な
のは，そのようにして身体的地盤を共有する
ことによって，他者とより親密な関係を築い
てゆくことだと考えられる．

２．研究の目的
本研究の目的は，他者との身体的地盤づく
りを促進するための教科として「体育」を措
定し，「自己－他者」の間において身体的地盤
が生成する理論的根拠を明らかにすること
である．「身体的地盤」とはこの場合，一般
的に心的とみなされる事象の背後にある事
象と捉えることができるだろう．体育という
教科活動によって，自己－他者の間に心的地
盤ではなく，むしろ身体的地盤がどのように
形成され得るのか．そして，そのことが体育
という教科のみならず，一般的な他者との関
係において，いかに重要な意味をもつことに
なるかを明らかにする．

３．研究の方法
次の（１）～（３）を総合的に検証しなが
ら，体育における身体運動の学習過程が，自
己－他者の間に身体的地盤を生成するそのメ
カニズムを明らかにする．

（１）体育・スポーツ哲学の分野において今
まで展開されてきた道徳論議や倫理学説を
批判的に読み進め，それらの論議を整理する
とともに，その限界を見定める．日本では「体
育における人間形成論」，そして欧米におい
ては，スポーツ教育論の思潮から「スポーツ
による道徳教育の可能性」が論じられてきた
が，それらが単に希望的論議にすぎないとい
うことを文献のなかから探ることとなる．ま

た，ドーピング問題が深刻化する近年のスポ
ーツ倫理学（特に，欧米）では，スポーツと
倫理をテーマとする研究も多くみられる．こ
れらの研究から，「身体的次元から心的次元
（道徳性）に接近する」ための着想を得るこ
とが重要となる．

（２）教育学・教育哲学の分野において，「自
他関係論」や「学習規範論」を展開している
研究を中心に文献の読解をおこない，教育に
おける「教える－学ぶ」関係（自己－他者の関
係）において，そこで何が生じているのかそ
の現象の意味を明らかにする必要がある．
このことに関わって，最近の教育哲学の分
野においては，近代において確立した教師と
生徒の「教える－学ぶ」関係を，再度問い直
す作業がすすめられている．そこでは，子ど
もを「他者」あるいは「異質性」として認識
しなければならないこと，そして教育という
営みは，その「異質性」を超越させるという
「超越性」を内包することが説かれる．この
ことを学習規範論として捉えるならば，それ
は，自己－他者の間に超越性というある種の
身体的（道徳的）規範を構築することだとも
いえる．それを体育の学習過程において再解
釈することが必要となる．
また，最近の教育学の分野においては，発
達論的立場からでなく，生成論的立場から学
習者を理解する方法が提案されている．これ
はある意味において，段階的・システム的教
育の限界を指摘するものである．身体的次元
を媒介にしておこなわれる体育という現象
を説明するためには，特にこのような生成論
が有効に適用されるものと考えられる．

（３）哲学分野の著作について，主に現象学
的身体論・現象学的他者論を参考にする必要
がある．現象学が体育現象の説明に適してい
ると思われるのは，それがその性格からして，
心的現象以前の事象の解明にとり組む学問
分野だからである．メルロ＝ポンティ,M.，
レヴィナス,E.らよる身体あるいは他者の思
想によって，身体の働きあるいは身体的次元
がいかにして人間の根源的部分を担ってい
るのかを検討し，それが心的次元（道徳性）
の領域の前提あるいは地盤となる着想を得
ることが必要である．特に，レヴィナスの他
者論において，他者を超越論的に捉える視点
が参考となる．

４．研究成果
（１）2007 年度の研究成果
本年度前半は，体育における「教える－学
ぶ」の関係を検討しながら，そこで獲得され
うる超越論的他者という視点を提出し，それ
が身体的な「われわれ」の基礎となる可能性
を示した（論文：教科体育における「超越論



的他者」の措定，「体育学研究」）．このこ
とは，身体運動の学習によって，個別的・具
体的な他者をわかるだけでなく，より普遍的
な他者についてわかるということだといえ
る．そこで重要なのは，他者を「わかる」と
いうことが，言語的・説明的に「わかる」こ
とではなく，まさに身体的に「わかる」とい
うことである．つまり身体的次元において
「われわれ」が成立するわけである．
このことを踏まえながら，本年度後半は，
身体性と道徳性（心性）との関連に着目しな
がら，道徳的行為と身体性の問題がいかなる
接点をもちうるかについて検討した（研究発
表：道徳教育から身体教育（体育）へ，体育・
スポーツ哲学会）．学習指導要領解説におい
ても，「身体を通して学ぶ体育は，道徳教育
そのもの」だという記述がある．しかし，ど
のようにして体育は，道徳教育たりうるのか．
昨今の道徳教育論は，知的教育として「道徳
的判断力」を育成し，そして，対話を重視し
ながら「道徳的実践意欲と態度」を育成し，
さらに「心の教育」によって「道徳的心情」
を育成しようと企図している．しかし，これ
らに決定的に不足するのは，実際の具体的な
「経験」である．経験とは，心的な経験では
なく，直接的な身体的経験であり，実践へと
繋がるような経験である．今後，こうした身
体的経験の内実が何であるかを吟味する必
要があるだろう．その内実が，他者と身体的
地盤を共有するということであるならば，そ
れが成立するメカニズムを問わなければな
らない．

（２）2008 年度研究成果
本年度前半の成果としては，原著論文：
「『道徳教育として体育』序説－道徳教育（論）
批判および身体的経験の必要性－」（審査有）
が掲載されたことがあげられる．自己と他者
との間に身体的地盤が生成するためには，ま
ず他者との友好関係が問題にされることと
なる．というのも，体育という教科は，永ら
く道徳教育あるいは社会的態度の育成を目
的として実施されてきた経緯があるからで
ある．本論文では，道徳教育（論）を批判的
に検討するなかで，昨今の道徳教育が重視す
る心的経験よりも，むしろ体育においては身
体的経験が必要になることを示した．しかし，
ある経験が心的であるのか，身体的であるの
かはいかなる判断基準によって決定される
のだろうか．身体的経験が「身体的」である
その意味を明らかにしなくてはならない．
上述のことと関わり，日本でおこなわれた
国際スポーツ哲学会（IAPS）において，研究
発表（Bodily dialogue and intercorporeity in 
physical activity）をおこなった．この発表は，
スポーツが道徳教育（「われわれ」の拡大）
に貢献するというプラグマティズムの見解

を批判的に検討しながら，それらによって成
立するのは心的な「われわれ」であり，決し
て身体的な「われわれ」とはならないことを
示した．そして自己と他者とが「身体的対話」
をおこなうことによってのみ「身体的なわれ
われ」が形成されること，そしてその「身体
的」とはまさに「身体的感じ kinesthetic 
feeling」を共有することであると説いた．
また，体育哲学分科会夏期研究会において
も，研究発表（体育における「超越的他者」
－超越論的他者となにが違うのか－）をおこな
った．この発表は，前年度の成果論文をより
詳細に理論化するために身体的な「超越論的
他者」と「超越的他者」を区別し，その差異
を明らかにしようとしたものである．後者は
複数の具体的な他者から無自覚的に「一般化
された他者」であり，前者は，ある具体的な
他者から「普遍化された他者」である．両者
はどちらも抽象的な他者という意味では同
様であるが，「他者との身体的地盤」を生成
するという際，異なった働きをしているので
ある．

（３）2009 年度研究成果
本年度前半には，「他者との身体的地盤」
という本研究の最も重要なキーワードを，哲
学・心理学その他の領域で論じられる「間主
観性」および「間身体性」の概念にもとめな
がら，それらに関わる文献を分析した．結果
として，それら領域において考察されるのは
人間の「心」を射程にした間主観性の議論が
中心となっていること，そして他者との身体
的地盤が成立する根拠を探究するためには，
身体を射程にした「間身体性」に注目しなく
てはならないことを明らかにした．
とはいえ，身体あるいは間身体性に注目す
ることによって，次のような課題が生じるこ
とになる．つまり，それを論じるための方法
論が検討される必要性あること，そして，そ
れら身体（間身体性）の問題を体育学独自の
領域として措定する必要があるということ
である．この内容については，体育学会体育
哲学分科会において研究発表（体育と間主観
性・間身体性の問題）され，『体育哲学研究』
に掲載された．
本年度後半には，他者との身体的地盤とい
うことと「体育における人間形成」との関係
を問い直すきかっけとして，友添秀則氏の『
体育における人間形成論』を書評する機会が
あたえられた．そこでは，彼の人間形成論に
身体形成（身体的地盤の生成）の次元が抜け
おちていることを指摘しながら，我が国の体
育学が主張してきた人間形成論に「身体性」
を復権する必要があると説いた．この内容は
『スポーツ教育学研究』に掲載された．
これらの内容は，国際スポーツ哲学会（シ
アトル）に参加した際，外国人研究者にその



是非について参考意見を聴取している．その
内容の一部は，「世界のスポーツ哲学と日本
の体育・スポーツ哲学」として，「体育・ス
ポーツ哲学研究」に掲載された．

（４）2010 年度研究成果
本年度は，前年度から引き続き，自己－他
者の「身体的地盤」という鍵概念を「間身体
性（メルロ＝ポンティ,M.）」の議論を参考
にしながら分析・検討した．メルロ＝ポンテ
ィ,M.の間身体性の概念は，人間にもともと
備わる生得的なそれの印象が強い．しかしな
がら，本研究から考えるならば，間身体性は
生得的であると同時に，体育（身体運動の学
習）によって後天的に育成されるそれでもあ
るということを論じなければならないだろ
う．そのためには，間身体性が育成されるそ
の構造について問う必要がある．そして，そ
の構造を問うために，自己－他者の「かかわ
り」を「身体のかかわり（身体的対話）」と
してとらえ直した．身体的対話において，自
己と他者は互いの「身体的な感じ」をわかる
ことになる．それは「心的な感じ」を交流さ
せる「心的対話」とはまったく異なっている．
心的対話によって間主観性は育成されるが，
それは間身体性を育成するわけではない．間
身体性は身体的対話によってのみ育成され
るのである．これら身体的対話と間身体性の
関係について論じた論文（Body Dialogue and  
Intercorporeality in Physical Education）は，
『Philosophy of Sport (Alun Hardmanほか編)』
に掲載された．
また，身体的対話において重要となる「身
体的な感じ」とは何か（定義づけ）を探った
考察（「身体的な感じ」とは何か－身体的な
感じ，身体的対話そして間身体性－）は，本
年度おこなわれた「国際スポーツ哲学会
（IAPS）」において発表している．

（５）研究成果総括
4年間にわたり，「他者との身体的地盤」と
いう鍵概念を掲げ研究をすすめてきたが，体
育という運動学習の過程のなかでは，明らか
に他教科とは異なった仕方で，「他者をわか
る」ということが生じている．それは昨今の
「心の教育」によって企図される「他者を心
的にわかる」ということとは異なる認識のあ
り方と考えられる．そこでは「他者を身体的
にわかる」あるいは「身体的対話」「身体的
な感じ」「身体的な超越的他者・超越論的他
者」というさらなる鍵概念が提出された．ま
た，「他者との身体的地盤」と密接に関わる
概念として，「間身体性」という現象学の概
念が示された．その間身体性の理論をさらに
読み解きながら，間主観性と間身体性の関係，
あるいは間身体性と「身体図式」や「肉」と
いった概念との関係が明らかにされなけれ

ばならない．
そして今後，他者との身体的地盤や間身体
性に深く関わるそれら鍵概念を整理しなが
ら，身体的地盤（間身体性）が，いかにして
身体運動の実践によって構造化されるのか，
すなわち身体運動の実践のなかでそれら鍵
概念がどのように作用するのかを検討して
ゆく必要がある．

５．主な発表論文等
（研究代表者，研究分担者及び連携研究者に
は下線）

〔雑誌論文〕（計９件）
①石垣健二，小学生～中学生にとって必要な
身体とは何か，査読無，コーチング・クリニ
ック，25-1，pp.16-19，2010．
②Kenji Ishigaki，A Question about Physical 
Education/Sport and Intercorporeality(not 
Intersubjectivity): What is the Physical Feeling?
査読無，Abstract Book／38th Annual Meeting of 
the International Association for the Philosophy 
of Sport，p.46，2010. 
③深澤浩洋・石垣健二，スポーツにおける意
味生成－拡大体験の可能性とその契機－，査読
有，体育学研究，55-1，pp.97-110，2010.
④石垣健二，体育と間主観性・間身体性の問
題－鯨岡峻の議論を中心にして－，査読無，体
育哲学研究，40，pp.43-50．2010．
⑤石垣健二，書評：友添秀則（2009）「体育
の人間形成論」大修館書店，査読無，スポー
ツ教育学研究，29-1，pp.41-45，2009．
⑥石垣健二，世界のスポーツ哲学研究と日本
の体育・スポーツ哲学研究－国際スポーツ哲
学会 2009 に参加して－，査読無，体育・スポ
ーツ哲学研究，31-2，pp.121-127．
⑦石垣健二，「道徳教育として体育」序説－道
徳教育（論）批判および身体的経験の必要性，
査読有，体育・スポーツ哲学研究，30-1，
pp.27-45．2008．
⑧ Kenji Ishigaki ， Bodily dialogue and 
intercorporeity in physical activity，査読有，
Research seminar for sport philosophy 2008，単
独発行，pp.19-20，2008．
⑨石垣健二・深澤浩洋・関根正美，教科体育
における「超越論的他者」の措定：身体的な
「われわれ」の成立，査読有，体育学研究，
52-4，pp.327-340．2007．

〔学会発表〕（計６件）
①Kenji Ishigaki，A Question about Physical 
Education/Sport and Intercorporeality(not 
Intersubjectivity): What is the Physical Feeling?，
38th Annual Meeting of the International 
Association for the Philosophy of Sport ，
University of Rome “Foro Italico” in Rome，
2010.9.15.



②石垣健二，「身体的な感じ」とは何か－身体
的な感じ，身体的対話そして間身体性－，日
本体育・スポーツ哲学会第 32 回大会，新潟
大学ときめいと，2010.8.21.
③石垣健二，体育学と間主観性・間身体性の
問題，日本体育学会体育哲学分科会夏期合宿
研究会，箱根静雲荘，2009.7.19．
④石垣健二，体育における「超越的他者」－
超越論的他者となにが違うのか－，日本体育
学会体育哲学分会会夏期合宿研究会，箱根静
雲荘，2008.7.20.
⑤ Kenji Ishigaki ， Physical Dialogue and 
Intrercorporeality in Physical Activity， 36th 
Annual Conference of the International 
Association for the Philosophy of sport，国立オ
リンピック記念青少年センター，2008.9.14.
⑥石垣健二，道徳教育から身体教育（体育）
へ：「心の教育」批判および身体的経験の必
要性，日本体育・スポーツ哲学会第 29 回大
会，2007.8.11．

〔図書〕（計１件）
① Kenji Ishigaki ， Body Dialogue and  
Intercorporeality in Physical Education，Alun 
Hardman(eds.) ， Philosophy of Sport: 
International Perspectives，Cambridge Scholars 
Publishing，pp.86-95，2010.

〔産業財産権〕
○出願状況（計０件）
名称：
発明者：
権利者：
種類：
番号：
出願年月日：
国内外の別：

○取得状況（計０件）
名称：
発明者：
権利者：
種類：
番号：
取得年月日：
国内外の別：

〔その他〕
ホームページ等 なし

６．研究組織
(1)研究代表者

石垣 健二（ISHIGAKI KENJI）
新潟大学・人文社会・教育科学系・准教授

研究者番号：20331530

(2)研究分担者

な し （ ）

研究者番号：

(3)連携研究者

な し （ ）

研究者番号：


